
Title ラートブルッフ『法のブレビエ』
Sub Title Gustav Radbruch : Kleines Rechts-Brevier
Author ラートブルッフ研究會(Rātoburuffu kenkyūkai)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1955

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.28, No.4 (1955. 4) ,p.65- 68 

JaLC DOI
Abstract
Notes 紹介と批評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19550415-0065

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


Ω信

⑦
酔
9
＜
図
帥
画
ぴ
凄
O
げ
”

　
　
】
…
自
Φ
一
β
O
の
國
①
O
ケ
ぴ
甲
】
W
目
Φ
＜
一
Φ
吋

　
　
　
　
ω
胃
琴
浮
琴
げ
昂
身
卜
躬
⑦
ぎ
弘
謡
戯
℃
冨
3

　
　
　
　
留
置
円
a
Φ
議
窃
＜
o
旨
器
器
器
げ
①
挙
β
韻
o
騎
Φ
び
Φ
昌

　
　
　
　
く
o
β
句
匡
欝
く
o
p
国
な
づ
ω
一
｝
＜
帥
β
q
Φ
β
げ
o
Φ
o
犀
節

　
　
　
　
閃
暮
H
8
算
甘
Ω
α
注
昌
讐
戸

ラ
1
ト
ブ
ル
ッ
フ
　
『
法
の
プ
レ

ピ
エ
』

　
リ
ス
ト
門
下
の
刑
法
學
者
と
し
て
、
西
南
ド
イ
ッ
學
派
を
代
表
す
る
法
哲
學

者
と
し
て
、
更
に
ワ
イ
マ
！
ル
共
和
國
時
代
の
司
法
大
臣
と
し
て
、
幾
多
の
業
績

を
残
さ
れ
た
ラ
：
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
が
亡
く
な
ら
れ
て
以
來
、
五
年
の
歳
月
は

溌
れ
た
。
そ
の
聞
、
或
は
「
法
哲
學
入
門
」
が
、
或
は
「
法
哲
學
（
第
四
版
）
」

が
、
或
は
「
犯
罪
の
歴
史
」
・
「
刑
法
草
案
」
等
が
故
教
授
の
友
人
、
或
は
ま
た

弟
子
の
手
に
よ
つ
て
、
次
々
と
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
、
昨
年
（
一
九
五
四
年
）

秋
、
法
哲
學
者
フ
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ソ
・
ヒ
ッ
ペ
ル
教
授
に
よ
つ
て
出
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
す
で
に
、
　
「
法
哲

學
」
第
四
版
の
中
の
エ
リ
ー
ク
・
ヴ
ォ
ル
フ
教
授
の
手
に
な
る
序
文
（
六
四

頁
）
に
お
い
て
、
差
、
の
存
在
を
知
つ
て
い
た
。

紹
介
と
批
許

　
本
書
の
副
題
に
あ
る
ア
ソ
ゼ
ル
ム
と
い
う
名
前
は
、
枚
致
覆
の
ひ
と
り
息
子

で
、
在
畢
中
學
徒
兵
と
し
て
從
軍
し
、
二
四
歳
の
若
さ
で
ス
タ
ー
リ
ソ
グ
ラ
ー

ド
の
土
と
な
つ
た
そ
の
人
の
名
前
で
あ
る
。
す
で
に
こ
の
こ
と
か
ら
明
か
な
よ

う
に
、
本
書
の
成
立
の
動
機
は
、
美
し
い
父
子
の
愛
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
。
ヒ
ッ
ペ
ル
教
授
も
、
こ
の
経
緯
を
、
本
書
の
序
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
は
、
父
親
と
し
て
、
か
つ
教
師

と
し
て
、
こ
の
期
待
を
か
け
た
法
律
學
徒
に
、
彼
の
天
職
の
た
め
の
一
種
の
所

禧
書
夕
手
渡
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
れ
は
受
取
る
人
の
背
嚢
を
飴
計
に
ふ
く
ら

ま
せ
な
い
た
め
に
、
簡
素
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
ま
た
天
職

に
ひ
た
り
き
る
の
を
助
け
る
に
足
り
る
だ
け
、
蜜
的
・
精
紳
的
に
は
重
い
も
の

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
（
六
頁
）
と
。

　
本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
編
ま
れ
た
法
律
學
關
係
の
小
さ
な
名
句
集
で
あ

る
。
「
法
の
ブ
レ
ビ
エ
」
と
い
う
表
題
は
、
編
輯
者
の
つ
け
た
も
の
で
あ
つ
て
、

編
輯
者
は
、
こ
の
表
題
を
も
つ
て
、
故
激
授
自
身
に
よ
り
選
ば
れ
今
で
は
記
念

と
な
つ
た
個
人
的
な
副
題
を
補
充
し
、
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
人
に
劉
し
て
こ
の
名

句
集
の
も
ち
う
べ
き
意
義
及
び
よ
り
深
い
使
命
を
明
か
に
す
る
に
適
し
て
い

る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
（
六
頁
）
。
こ
の
ほ
か
、
編
輯
者
は
、
本
文
中
、
外
國

語
の
引
用
文
に
は
ド
イ
ッ
語
諜
を
加
え
、
故
教
授
の
ノ
ー
ト
や
カ
ー
ド
か
ら
引

用
句
の
追
加
補
充
を
も
試
み
る
な
ど
、
原
型
へ
の
二
三
の
攣
更
を
加
え
て
い
る
。

追
加
補
充
せ
ら
れ
た
引
用
句
は
全
一
五
一
句
中
約
四
〇
句
で
、
※
印
ま
た
は
※

※
印
を
つ
け
て
そ
の
旨
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
※
印
は
故
教
授
が
既
に
自
ら
採

用
を
決
定
し
な
が
ら
、
未
配
置
に
お
わ
つ
て
い
た
も
の
、
※
※
印
は
編
輯
者
に
お

い
て
故
教
授
の
豪
本
と
さ
れ
た
克
明
な
ノ
ー
ト
か
ら
任
意
に
採
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
更
に
、
編
輯
者
は
・
全
句
の
三
分
の
一
以
上
に
つ
い
て
、
ラ
…
ト
ブ
ル
ッ

六
五

（
一
一
二
九
）



紹
介
と
批
評

フ
教
授
自
身
の
他
の
著
書
の
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
句
に
關
連
の
あ
る
箇
所
を
附
録

で
指
示
し
、
著
者
に
よ
つ
て
編
輯
者
に
間
接
的
に
幾
さ
れ
た
指
示
ー
，
こ
の
名

句
集
の
根
本
的
な
構
想
ー
に
L
た
が
つ
て
引
用
句
の
配
置
を
行
い
、
目
次
を

作
つ
て
問
題
の
丙
容
を
示
し
、
各
名
句
の
筆
者
の
目
録
を
作
成
し
て
附
録
に
加

え
る
、
等
の
努
力
を
し
て
い
る
（
七
－
一
〇
頁
）
。

　
本
書
の
構
成
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
、
更
に
F
・
v
・
ヒ
ッ
ペ
ル
教
授

の
序
文
に
績
い
て
、
本
文
四
五
頁
、
附
録
－
註
六
頁
、
附
録
∬
本
書
中
の
引
用

句
に
つ
い
て
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
に
よ
る
他
庭
で
の
論
究
に
つ
い
て
（
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
索
引
）
四
頁
、
附
録
通
引
用
句
筆
者
名
目
録
二
頁
、
と
な
つ
て

い
る
。

　
本
文
に
つ
い
て
。
目
次
は
、
「
ギ
リ
シ
ャ
時
代
と
ロ
ー
マ
時
代
」
÷
生
成
せ
る

法
と
案
出
さ
れ
た
注
」
÷
法
律
の
贋
値
と
反
贋
値
」
・
「
法
と
恣
意
」
・
「
法
と
力
」
・

「
法
と
勝
利
」
・
「
法
と
そ
の
蜀
象
」
・
「
法
の
起
源
と
．
威
立
」
・
「
罐
利
の
た
め
の

闘
雫
に
つ
い
て
」
・
「
注
と
李
和
」
・
「
正
義
」
・
「
法
と
秩
序
」
÷
法
と
恩
恵
」
・
「
法

と
人
間
性
」
A
法
の
矛
盾
に
つ
い
て
」
・
「
法
・
自
由
・
李
等
」
・
「
法
と
安
定
性
」
・

「
法
の
［
一
、
目
的
』
に
つ
い
て
－
丁
「
法
と
心
」
・
「
法
律
家
の
仕
事
に
つ
い
て
」
・
「
裁

到
官
の
璽
嚴
と
責
務
」
・
「
法
と
詩
人
」
・
「
法
及
び
法
學
に
つ
い
て
の
懐
疑
」
・

「
眞
理
護
見
の
道
」
・
「
法
學
と
立
注
の
方
法
に
つ
い
て
」
・
「
奮
約
聖
書
と
新
約

聖
書
」
の
二
六
項
目
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
引
用
句
の
筆
者
に
つ
い
て
み
る
に
、
そ
の
歎
は
九
〇
蝕
人
、
ゲ
ー
テ
を
深
く

研
究
さ
れ
た
故
教
授
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
ゲ
！
テ
の
引
用
が
二
箇
所
と

い
う
の
も
う
な
ず
け
よ
う
。
次
い
で
、
シ
ラ
ー
と
キ
ケ
ロ
が
そ
れ
ぞ
れ
五
箇
所

に
亙
つ
て
引
甲
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
法
學
者
で
は
、
コ
ー
ク
、
イ
ェ
ー
リ

ソ
グ
、
サ
ヴ
ィ
ニ
i
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン
、
デ
ル
ン
ブ
ル

六
六

（
三
二
〇
）

ク
、
キ
ル
ヒ
マ
ン
、
ク
ナ
ッ
プ
、
セ
ル
デ
ン
、
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
等
、
文
學

者
で
は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
、
バ
イ
ロ
ン
、
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
、
ア
ナ
ト
ー
ル
．
フ

ラ
ン
ス
、
ゴ
ー
ル
ズ
ウ
ァ
ー
ジ
ー
、
イ
プ
セ
ソ
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ケ
ラ
i
、

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア
、
シ
ュ
ト
ル
ム
、
ト
ル
ス
ト
イ
等
が
引
か
れ
、
ま
た
カ
ン

ト
、
べ
ー
コ
ソ
、
パ
ス
カ
ル
、
セ
ネ
カ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
、
マ
ル
ク
ス
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
二
ー
チ

ェ
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
、
リ
ソ
カ
ン
、
ル
！
タ
ー
、
マ
コ
ー

レ
イ
、
シ
ュ
バ
イ
ヅ
ァ
ー
等
の
名
前
も
見
え
る
。

　
以
上
の
外
形
的
な
観
察
を
も
つ
て
し
て
も
、
本
書
が
、
法
律
科
學
生
は
勿
論

の
こ
と
、
お
よ
そ
法
に
關
心
を
も
つ
す
べ
て
の
者
に
と
つ
て
、
座
右
の
書
と
し

て
ま
さ
に
「
所
禧
書
」
と
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ

る
。　

更
に
、
本
書
の
特
色
は
、
こ
こ
に
含
ま
れ
た
諸
句
の
内
容
を
、
全
膣
を
通
し

て
見
る
と
き
、
十
全
に
表
れ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
自
身
、
序
文
に
お
い

て
、
本
書
の
性
質
を
明
か
に
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
こ
こ
に
結
合

さ
れ
た
諸
句
は
、
決
し
て
計
書
的
に
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ

は
、
漸
次
集
ま
り
、
多
く
は
幾
十
年
の
間
の
試
験
を
脛
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
を
縄
括
し
て
み
る
と
き
に
、
意
識
せ
る
意
圖
が
容

易
に
認
め
う
る
。
勿
論
そ
の
多
様
性
の
中
の
統
一
は
、
膿
系
の
統
一
で
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
の
蒐
集
を
企
圓
し
た
者
の
本
質
及
び
限
界
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
れ

ら
各
句
の
背
後
に
著
者
の
読
得
が
存
す
る
と
は
、
決
し
て
言
わ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
！
ー
と
い
う
よ
り
、
そ
れ
は
屡
々
お
互
に
鋭
く
封
立
し
て
い
る
。
し
か
し

ま
さ
に
こ
の
故
に
、
著
者
は
お
そ
ら
く
総
膿
に
お
け
る
引
用
句
に
は
一
致
す
る

こ
と
が
出
來
る
よ
う
に
思
う
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
第
一
の
著
蓮
以
來
、
入



聞
は
世
界
の
全
ぎ
豊
瀟
、
多
檬
、
及
び
豊
饒
々
、
矛
盾
の
思
考
形
式
に
よ
つ
て
の

み
汲
み
黍
し
う
る
、
と
い
う
の
が
、
著
者
の
信
念
で
あ
つ
た
か
ら
」
（
五
頁
）
。

　
次
に
所
牧
の
名
句
の
い
く
つ
か
を
學
げ
て
、
本
書
の
内
容
を
瞥
見
し
よ
う
。

「
罰
す
べ
き
場
合
に
も
保
護
す
べ
き
場
合
に
も
、
人
を
入
と
し
て
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ゲ
ー
テ
・
62
（
引
用
丈
番
號
）
」
÷
愛
が
眼
を
あ
け
て
い
る
正
義
の

女
紳
は
ど
こ
に
い
よ
う
。
二
ー
チ
ェ
・
6
6
」
・
「
知
識
と
良
心
が
法
律
家
を
作
る
。

99

」
・
「
こ
れ
ま
で
、
に
或
る
思
索
を
最
後
ま
で
何
の
矛
盾
に
も
ぶ
つ
か
ら
ず
に
考

え
通
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
か
。
イ
プ
セ
ソ
・
n
ヤ
「
闘
、
雪
の
う
ち
に
汝
は
汝
の

灌
利
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ェ
ー
リ
ソ
グ
・
38
」
・
「
静
ま
れ
、
此
の
世

の
些
事
は
雫
う
に
値
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
鈴
」
・
「
私
は
、
無
秩
序
に
耐
え

る
よ
り
む
し
ろ
不
正
を
蒙
る
方
を
好
む
。
ゲ
ー
テ
・
留
」
・
「
義
と
李
和
と
た
が

い
に
接
吻
せ
り
。
詩
篇
八
五
章
一
一
節
ぬ
」
・
「
遠
い
以
前
に
、
詩
篇
の
作
者
が

我
々
に
、
正
義
と
李
和
は
接
吻
す
、
と
知
ら
し
め
た
。
此
の
世
で
合
一
さ
せ
る

こ
と
の
困
難
な
二
つ
の
も
の
、
良
き
法
と
愛
す
べ
き
李
和
。
こ
の
書
物
に
お
い

て
も
ま
た
中
道
は
存
し
な
い
ー
i
眞
の
正
し
く
嚴
し
い
矛
盾
、
解
決
は
決
蜥
に

萎
ね
ら
れ
た
。
決
蜥
す
る
こ
と
へ
の
勇
氣
ー
1
こ
れ
の
み
が
人
生
。
筆
者
不
詳
・

錦
∵
「
世
界
は
崩
れ
る
と
も
正
義
は
行
わ
れ
よ
。
フ
ェ
ル
ジ
ナ
ソ
ト
一
世
の
格

言
・
5
0
」
・
「
青
年
時
代
に
は
正
義
は
人
生
が
我
々
に
與
え
う
る
最
小
の
も
の
だ

と
考
え
る
。
老
年
に
な
つ
て
そ
れ
こ
そ
が
最
高
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
輕
験
す

る
。
マ
リ
ー
・
フ
ォ
ソ
・
エ
！
プ
ナ
ー
∬
エ
ヅ
シ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
・
嬰
」
・
「
…
法
の
極

ズ
は
不
法
の
極
み
。
キ
ケ
ロ
・
妬
」
÷
法
律
は
業
病
の
よ
う
に
傳
わ
っ
て
ゆ
く
。

ル
れ
ら
は
世
代
か
ら
世
代
へ
と
ず
る
ず
る
と
傳
．
承
さ
れ
、
場
所
か
ら
場
所
へ
と

の
ろ
の
ろ
と
移
動
す
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
道
理
は
非
理
に
、
恩
恵
は
災
厄
に
な

る
。
子
孫
に
生
ま
れ
て
飛
ん
だ
醐
！
　
生
ま
れ
な
が
ら
の
灌
利
な
ん
ぞ
は
遺
憾

紹
介
と
批
評

な
が
ら
問
題
に
も
な
つ
て
い
な
い
。
ゲ
ー
ア
鉛
∀
「
こ
の
山
々
が
取
り
園
ん

で
い
る
眞
理
と
は
如
何
な
る
眞
理
で
あ
ろ
う
か
ー
彼
方
に
佳
ま
う
人
々
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

つ
て
す
で
に
虚
儒
で
あ
る
と
は
。
モ
ソ
テ
ー
ニ
ュ
．
12
」
．
「
學
問
は
偶
然
的
な

も
の
を
そ
の
封
象
に
し
て
い
る
と
自
分
自
身
偶
然
に
堕
し
て
ゆ
く
。
立
法
者
の

三
語
の
訂
正
が
あ
れ
ば
藏
書
が
全
部
反
古
と
な
る
。
キ
ル
ヒ
マ
ン
・
瑚
」
・
「
私

は
改
め
て
考
え
方
の
相
違
は
人
間
の
差
異
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に

こ
そ
完
全
に
同
一
の
形
の
確
信
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
悟
つ
た
。
我
々
は
、

自
分
が
ど
ち
ら
の
側
に
立
つ
て
い
る
か
を
知
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
す
で
に

十
分
で
あ
る
。
そ
の
と
き
我
々
は
自
己
に
射
し
て
奉
静
で
あ
り
、
他
に
封
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

公
正
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
．
1
3
」
。

　
以
上
の
例
に
よ
つ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
に
は
、
諸
矛
盾
を
通
し
て

の
統
一
が
見
ら
れ
る
。
ヒ
ッ
ペ
ル
激
授
も
、
編
輯
に
當
つ
て
感
じ
て
お
ら
れ
る

よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
「
幾
世
紀
を
通
じ
て
絶
え
ず
新
た
な
緊
張
の
中
に
お
か
れ

て
き
た
法
の
全
膿
が
、
い
ろ
と
り
ど
り
の
聲
の
コ
ー
ラ
ス
の
形
で
讃
者
に
ま
み

え
る
。
そ
れ
ら
は
、
お
互
に
厘
々
抗
雫
さ
え
も
し
、
そ
の
限
り
で
す
で
に
讃
老

に
輩
な
る
畳
え
込
み
若
く
は
享
受
と
い
う
意
味
で
の
軍
純
な
受
け
容
れ
を
許
さ

ず
、
却
つ
て
讃
者
か
ら
賛
否
を
深
く
沈
思
、
考
量
さ
れ
、
自
己
の
内
面
的
及
び
外

面
的
な
行
路
の
紆
鹸
曲
折
に
し
た
が
つ
て
吟
昧
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
」

（
六
・
七
頁
）
。

　
そ
こ
に
は
矛
盾
が
存
す
る
。
編
輯
者
と
共
に
問
う
な
ら
ば
讃
者
は
、
「
こ
の
よ

う
に
．
．
譲
達
魯
、
．
－
ω
鷲
き
げ
の
上
に
立
つ
て
い
る
9
霊
魯
冨
9
　
の
内
容

に
封
む
て
、
如
何
な
る
立
場
を
と
る
べ
き
か
。
こ
う
し
て
與
え
ら
れ
た
迷
路
か

ら
、
如
何
に
し
て
再
び
暁
出
す
べ
き
か
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
は
讃
者
を
意

識
的
に
先
ず
こ
の
デ
イ
レ
ソ
マ
に
深
く
落
ち
込
ま
せ
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
讃
者

六
七

（
三
一
二
）



紹
介
と
批
評

を
精
瀞
虻
危
急
ー

－
そ
れ
は
断
る
こ
と
の
み
弔
、
な
く
、
老
ノ
え
る
こ
と
を
も
敏
え

る
ー
t
に
引
き
渡
す
。
『
我
々
が
照
想
す
る
と
き
、
絶
え
ず
繰
返
し
、
世
界
は
粉

々
に
砕
け
る
。
内
か
ら
静
か
に
、
絶
え
ず
繰
返
し
、
美
し
い
橋
を
我
々
は
架
け

る
』
と
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
は
、
自
身
、
一
九
三
二
年
の
そ
の
『
法
哲
學
』

の
壁
頭
に
、
リ
ヒ
ァ
ル
ト
・
デ
ー
メ
ル
を
引
い
て
、
全
瞠
と
し
て
の
世
界
に
封

し
て
ま
つ
す
ぐ
且
つ
誠
實
に
立
場
を
決
定
L
よ
う
と
す
る
思
索
者
の
精
紳
的
分

裂
の
試
練
を
示
し
た
。
自
己
の
立
場
決
定
の
た
め
の
こ
の
カ
を
、
●
ラ
！
ト
ブ
ル

ッ
フ
教
授
は
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
生
い
立
ち
の
讃
者
に
期
待

L
て
い
る
。
」
（
一
〇
頁
）
。

　
し
か
し
本
書
は
、
同
時
に
、
一
つ
の
統
一
盟
を
形
成
し
て
い
る
。
ヒ
ヅ
ペ
ル

裂
授
の
美
し
い
表
現
を
借
り
る
な
ら
ば
、
こ
の
弛
や
か
に
結
合
さ
れ
た
名
句
集

は
、
「
法
の
墓
本
的
な
諸
問
題
を
次
々
と
取
り
あ
げ
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
墜
化
す

る
照
明
の
光
に
あ
て
て
あ
ち
ら
へ
向
け
て
み
せ
た
り
、
こ
ち
ら
へ
向
け
て
み
せ

た
り
し
て
、
秘
密
を
明
か
さ
せ
つ
つ
、
全
膿
と
し
て
は
、
含
蓄
深
く
綜
に
通
さ
れ

た
ひ
と
つ
の
思
考
の
全
膿
と
い
う
眞
珠
の
縮
を
形
づ
く
つ
て
い
る
。
」
（
九
頁
）
。

　
こ
こ
に
、
本
書
の
特
質
、
ひ
い
て
は
著
者
た
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
授
の
姿
が

み
ら
れ
る
。
再
び
ヒ
ッ
ペ
ル
教
授
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ

フ
勲
擾
は
、
「
窮
極
の
眞
理
を
思
慕
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
『
テ
オ
ド
ー
ル
・

フ
ォ
ソ
タ
ー
ネ
』
の
よ
う
に
、
意
識
的
に
『
懐
疑
と
信
仰
と
の
聞
』
の
精
紳
的

潭
動
状
態
に
た
だ
ず
み
、
ま
た
、
自
己
の
法
哲
學
上
の
立
場
を
断
乎
と
し
て
主

彊
し
な
が
ら
、
し
か
も
『
相
封
主
義
』
に
よ
つ
て
自
己
の
立
場
の
窮
極
の
認
識

こ
彊
い
ら
れ
て
、
そ
れ
と
正
反
封
の
立
場
に
さ
え
も
そ
の
根
本
的
な
相
封
的
資

柊
づ
け
を
認
め
る
」
（
一
三
頁
）
の
で
ち
る
。

　
實
に
、
本
書
の
．
こ
と
ぎ
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
，
ヅ
フ
教
授
の
深
い
學
識
と
螢
か
な

六
八

（
三
二
二
）

人
格
と
を
待
つ
て
、
は
じ
め
て
出
現
す
る
こ
と
が
で
ぎ
た
座
右
寳
で
あ
り
、
教

授
あ
つ
て
は
じ
め
て
息
す
る
有
機
騰
た
り
え
た
小
冊
子
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
人
あ
つ
て
、
い
ま
、
こ
れ
を
眞
似
て
、
氣
の
き
い
た
名
句
名
言
を
蒐

集
し
よ
う
と
も
、
群
小
著
述
家
の
名
句
集
は
、
形
は
こ
れ
に
似
て
、
實
は
「
い

ろ
は
」
が
る
た
の
類
に
お
わ
る
こ
と
必
定
で
あ
る
。
教
授
の
ブ
レ
ビ
エ
に
は
教

授
自
身
の
相
劉
主
義
の
化
膿
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
進
ん
で
、
こ
の
ブ
レ
ビ

エ
に
は
、
教
授
自
身
の
自
然
法
へ
の
模
索
の
さ
ま
も
認
め
ら
れ
る
。
本
書
は
恐

ら
く
は
、
教
授
自
身
に
と
つ
て
も
ま
さ
し
く
新
濤
書
で
あ
つ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
ナ
チ
ス
の
猛
威
下
に
あ
つ
て
、
非
理
が
道
理
を
排
し
て
い
た
眞
只
中
に
書

か
れ
、
ま
た
最
愛
の
子
息
へ
の
贈
物
と
し
て
書
か
れ
た
本
書
の
う
ち
に
は
、
感

情
的
に
も
、
教
授
の
切
な
所
り
が
籠
め
ら
れ
ず
に
は
い
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。

小
冊
子
の
最
後
の
引
用
句
は
、
日
く
、
「
さ
れ
ど
我
ら
は
碑
の
約
束
に
よ
り
て

義
の
住
む
と
こ
ろ
の
新
し
き
天
と
新
し
ぎ
地
と
を
待
つ
。
ペ
テ
ロ
後
の
書
三

章
一
三
節
・
励
」
、
「
幸
な
る
か
な
、
義
に
飢
渇
く
者
。
そ
の
人
は
餓
く
こ
と
を

得
ん
。
マ
タ
イ
傳
五
章
六
節
・
姐
」
。
か
く
て
、
小
冊
子
『
法
の
ブ
レ
ビ
エ
』
は

求
道
者
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
教
擾
の
生
き
た
人
間
像
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
私
逡
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
研
究
會
員
一
同
は
、
圖
ら
ず
も
、
先
頃
、
ラ
ー
ト
ブ

ル
ッ
フ
夫
人
か
ら
、
ひ
と
り
び
と
り
に
本
書
の
恵
與
を
う
け
た
。
こ
の
望
外
の

御
好
意
に
は
、
心
か
ら
遙
か
な
國
よ
り
の
感
謝
を
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ラ
冨
ト
ブ
ル
ッ
フ
研
究
會
）


